
第７回 世代を超えた住民同士の交流「あったか交流会」

自衛隊栃木地方協力本部

自
衛
官
募
集
相
談
員
（
繪
面
幹
雄　

氏
）
の
支
援
を
受
け
、

当
初
、
日
光
市
福
祉
協
議
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
Ｎ

同
士
の
交
流
場
所
の
提
供
』、『
地
域
活
性
化
と
地
域
福
祉
へ

自
衛
隊
の
参
加
は
今
回
で
３
回
目
を
む
か
え
た
。

祉
協
議
会
が
主
催
す
る
『
あ
っ
た
か
交
流
会
』
に
お
い
て
、

あ
っ
た
か
交
流
会
は
、
地
域
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め

民
館
事
業
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、『
世
代
を
超
え
た
住
民

ｉ
ｋ
ｋ
ｙ
の
登
場
と
と
も
に
、
近
隣
の
小
林
小
学
校
ブ
ラ
ス

「
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
く
だ
さ
い
」「
去
年
も
一
昨
年
も
自

者
だ
け
に
お
配
り
す
る
「
自
衛
隊
缶
バ
ッ
チ
」
は
大
人
気
で

衛
隊
好
き
な
ん
で
す
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
嬉
し
い

に
地
元
住
民
が
連
携
・
協
力
し
、『
つ
な
が
り
』・『
き
ず
な
』

広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
宇
都
宮
募
集
案
内
所
（
所
長

の
構
築
を
重
要
視
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
各
種
団
体
や
公

の
理
解
促
進
』
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

バ
ン
ド
部
及
び
小
林
中
学
校
音
楽
部
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
止
め
、
学
生
た
ち
が
奏
で
る
親
和
性
の
高
い
演
奏
を
楽
し

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
始
さ
れ
る
と
、
そ
の
音
楽
に
来
場
者
は
足

自
衛
隊
ブ
ー
ス
で
は
、
１
／
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
の
車
両
展
示

や
学
生
を
中
心
に
人
気
を
集
め
て
お
り
、
来
場
者
か
ら
は

～地域の活性化と地域福祉への理解の促進に貢献～

た
「
Ｐ
ち
ゃ
ん
（
Ｐ
ー
１
哨
戒
機
）」・「
Ｓ
ち
ゃ
ん
（
Ｓ
Ｋ

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
制
服
試
着
体
験
を
し
た
来
場

に
Ｐ
ー
１
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
宇
都
宮
事
務
所
長
が
デ
ザ
イ
ン
し

ん
で
い
た
。

衛
隊
ブ
ー
ス
に
来
た
け
ど
、
覚
え
て
い
ま
す
か
」「
私
、
自

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
採
用
広
報
活
動
を
所
員
一
丸
と
な
り

推
進
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

や
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
展
示
が
家
族
連
れ

「
め
っ
た
に
乗
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
記
念
に
な
り
ま
す
」

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
缶
バ
ッ
チ
も
好
評
で
、
自
衛
隊
に
対

宇
都
宮
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
各
関
係
協
力
団
体
と

す
る
理
解
を
深
め
る
事
が
で
き
た
。

連
携
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
積
極
的
に
活
用
し
、
自

衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

本
郷
３
海
佐
）
は
、11
月
８
日
（
土
）
塩
野
室
地
区
社
会
福

あ
り
、「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」
や
「
10
式
戦
車
」
と
同
様

ー
60
Ｋ
）」・「
Ｔ
ち
ゃ
ん
（
Ｔ
Ｈ
ー
１
３
５
）」
が
コ
ラ
ボ


